





「やる気がでない」,「無気力だ」といった心理的な状態は , 知覚する頻度にこそ個人差はあれども , 誰
もが経験したことのある感覚であろう。また , こうした心理的状態は , 個人にとっては歓迎できない心理
的状態であることが多い。そのため , 世間一般には実証的な根拠を欠く無気力から脱出する方法の書かれ
た書物や，同様のテーマのセミナーなどが数多くみられる。こうした個人が主観的に自覚する無気力を
長内（印刷中）は , 知覚された無気力（Perceived Apathy）と呼び , 研究の必要性を訴えている。長内は
知覚された無気力を「個人が自己の意欲または精神的なエネルギーの低下を知覚すること」と定義し , そ
れは領域固有的無気力（domain-specific apathy : DSA）と領域全般的無気力（domain-general apathy : 
DGA）に大別できるとした。DSA とは , 特定の課題に対する無気力であり ,DGA は生活全般において感じ
る無気力である。また , 知覚された無気力は個人の問題に留まらず , 教育現場などにおいても , 学生が感
じている無気力を把握することは , 教育の改善や最適な指導を提供するうえで重要であるはずである。し
かし , 伝統的な心理学は研究者から観察可能な行動に , 研究者自身が納得できる知見を与える営みであっ
た。それは , 当該領域においても例外ではなく , 学習性無力感 1）やスチューデント・アパシーの一連の研




















鉄島（1993）は ,「精神病の無気力と異なり , 心理的原因で主として学生の本業である学問に対して意
欲の減退を示すこと」と定義し , 一般学生のアパシー傾向を実証的に研究するために ,「アパシー傾向測
定尺度」を作成した。作成にあたっては , 上地（1981）などを参考に項目を選定したようである。31項
目６段階評定である。項目内容は付表１に示した。大学生の学業に関する意欲低下に特化した内容となっ
ている。信頼性は , 内的整合性及び安定性の観点から十分に高いとしている。また , 妥当性も授業への出
席数を指標に測られ , 低くはないとしている（表２）。
問題点としては , 一般大学生のアパシー傾向と障害としてのアパシー傾向を区別していないことが指摘
されている（下山 ,1995）。さらに , 研究者・教育者からみて無気力にみえる行動を項目化し , 学生に自己
記入を求めるといった研究であるため,大学生本人が知覚している無気力ではない可能性を排除できない。






, アパシーという語を直接用いず , 意欲低下領域尺度とした（下山 ,1995）」としている。信頼性は下位尺
度ごとにα係数を求めることで示されており , いずれも満足できる値であるとしている。また , 妥当性に
ついては , 本尺度の下位尺度の内容が鉄島（1993）のアパシー傾向測定尺度の下位尺度の内容と一致し
ていることから , 本尺度は鉄島（1993）の簡易版であり , 鉄島（1993）によってアパシー傾向測定尺度
の妥当性が確かめられているので , 本尺度はそれに準じた妥当性ともつことが推測される , としている。
問題点としては , 大学生の生活領域は決して学業に関する領域のではないのに , 大学生の生活領域ごと
の意欲低下を測定するための尺度としていることが挙げられる。これは , 鉄島（1993）と同様に , 本人が
知覚する無気力ではなくあくまで研究者からみた無気力を測定しようとした結果であるといえる。また ,














下山（1995）は , アパシーの心理的障害を測定する尺度を , 笠原（1984,1988）, 山田（1987）, 土川（1990）
の研究をもとに , 尺度の構成概念がスチューデント・アパシーの障害を広く示すものとなることを心がけ
作成した , としている。上述した「意欲低下領域尺度」と同時に作成されたようである。最終的に 20項
目４段階評定となっている。項目内容は無気力というよりも ,病理的な内容となっていることが伺える（付
表３）。信頼性は , 下位尺度ごとにα係数を算出することで示され , 問題がないとされている。妥当性は ,
スチューデント・アパシーの障害に関する先行研究と一致した内容を備えているので内容的妥当性がある
としている。
問題点としては , 本尺度はアパシーの心理的障害を測定することを目的としており , 一般男子学生を対




無気力を「精神病の無気力とは異なり , 心理的な原因で , 日常生活のさまざまな場面において意欲の減
退を示す状態像」と定義し , 一般中学生及び小学生を対象に , 日常生活のさまざまな場面における顕在的・
潜在的な無気力感の態様を明らかにすることを目的に尺度が開発された。４段階評定。中学生と小学生
は個別に検討された。中学生版は最終的に 16項目となったようである（笠井他 ,1995,p77）。また , 小学
生版は最終的に 15項目となったようである（笠井他 ,1995,p79）。項目内容は付表４および５に示した。
項目内容は , 小・中学生の DGA の認知・行動的な状態像と捉えることのできるものとなっている。いず
れも , 信頼性は下位尺度ごとのα係数が示されている。妥当性の検討については明記されていないが , 日
常生活の状況（成績の自己評価 , 起床時間 , 就寝時間 , 学習時間 , 塾に通っているか否か , 仲の良いグルー
プの有無 , 親友の有無）との関係が検討されている。しかし , 信頼性・妥当性ともに十分とは言い難いと
している（笠井他 ,1995）。よって , すぐに利用可能な尺度であるとは言い難いだろう。
 
１．５．無気力感尺度（下坂 ,2001）
無気力における生活感情の側面を測定するため , 無気力を「日常生活全般で , 自分をやる気がないと感
じること」と定義している。この定義は , 長内（印刷中）のDGAの定義に類似している。また , 尺度を作




当性は , 笠井・三浦（1997）が作成した無気力感尺度の数項目 , アパシー傾向測定尺度（鉄島 ,1993）,
自我同一性尺度（宮下 ,1987）, 外的統制感尺度（鎌原・樋口・清水 ,1982）を用いて , 併存的妥当性（基
準関連妥当性）が検討されている。また , 自我同一性の未達成感および外的統制感が , 無気力感と関連を
もつことを挙げ , 構成概念妥当性も示されたとしている。すべての学校段階を通じて使用ことが可能とし
ている。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本研究では , 既存の非臨床群を対象とした無気力の自己記入式尺度を概観した。その結果 , 各尺度につ
いて知覚された無気力を研究する上での問題点が示唆された。また , 最大の問題は既存の尺度には知覚さ
れた無気力の強度を測定可能な尺度がないことである。これでは , 個人が日常的にどの程度の強さで無気
力を知覚しているか , または , どのような出来事で , どの程度の強さの無気力を知覚しているか , などの基
礎的な知見を収集することさえ出来ない。また , １．２．で既述したように , どのような領域で無気力にな
るかは個人差があり , 無気力は心理学の一般的な尺度法が仮定するように様々要素（項目や因子）の合計
から成り立つ心理的状態というよりも , 強く感じるか弱く感じるかという強度の問題であると捉えた方が





１）学習性無力感と , 無気力との異同は以下の通り , 明らかである。学習性無力感は , その理論の要諦が
行動とその結果の非随伴性の知覚の学習にあり , つまり ,「やってもできないからやらないこと」を
指すので , できる・できないに関係なく「やる気がしない」という無気力とは根本的に異なる概念で
ある。また , 学習性無力感は , 研究者の視点からみた被験者（被験体）の無力感を説明するための理
論であり , 無力感そのものがどのような主観的な状態なのかについては検討していない。さらに , 学
習性無力感は , 改訂を重ね現在では抑うつの要因を説明するための原因帰属理論となっている。以上




















































































































































笠井他（1995）の Table1 および Table3 より作成。

























笠井他（1995）の Table2 および Table5 より作成。
一一
無気力の測定法に関する展望
付表６．無気力感尺度（下坂 ,1993）の項目内容
第１因子：自己不明瞭
私は将来の目標を持って生きている
自分の将来を考えるとうんざりする
自分の将来を真剣に考える気にはならない
私の未来には希望が持てないと感じる
私は自分から進んで物事を行う熱意がないと感じる
私は何事にも前向きに取り組む意欲があると思う
日ごろ目的のない生活をしていて自分だけがだらけていると感じる
私は自分がつまらない人間のように感じる
私は自分らしさをもっていると思う
第２因子：他者不信・不満足
私には本当に困ったときに助けてくれる人がいない
私を本当に理解してくれる人は少ないと思う
周囲の人たちとの付き合いは退屈だと感じる
周りの人に助けを求めれば応えてくれると思う
私の周りの人たちは面白みに欠けると思う
自分がひとりぼっちだという寂しさがある
第３因子：疲労感
私は毎日の生活で疲れを感じている
日々の生活で体がだるいと感じている
日ごろ精神的に疲れたと感じる
多忙な毎日で疲れて何もしたくなくなる
一二
